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1. はじめに 
 ボリュームディスプレイは空間的に生成され
た画素により，体積的な構造を形成することで映
像情報を提示する技術である．構造体が立体像を
直接形取るものは，全方位から裸眼で観察できる
次世代 3 次元ディスプレイとして注目されてき
た．我々はこれまでに，フェムト秒レーザー誘起
バブルを画素として用いたタイプを提案した[1]．
このディスプレイは，流動的な液体スクリーンに
散乱により可視化されるバブルを，光励起で生成
するため，広視野角の映像表示，カラー化および
再描画を可能にする手法である． 
 また，構造体を形成する画素配置の工夫は，観
察方向によって映像の異なる指向性ディスプレ
イとしての機能を実現できる[2]．この手法は，
立体映像表示と異なる新たなボリュームディス
プレイの機能を開拓した．課題として残る映像描
きかえ，映像ごとのカラー化の実現は，フルカラ
ーおよび動画化へと映像表現を拡張し，より広い
アプリケーション展開が期待できる． 
 本発表では，観察方向に依存した映像表示を可
能にする，フェムト秒レーザー誘起バブルを画素
として用いた体積型バブル構造体を提案する．こ
の手法は，スクリーンの流動性と光誘起バブルに
よる描画であることから，カラー化および再描画
可能であり，広い視野角を有する指向性映像表示
を実現する．  
2. 実験光学系 
 Figure 1に実験光学系を示す．光源には中心波
長 800 nm，繰り返し周波数 1 kHzのフェムト秒
レーザーが用いられた．バブル構造体を描画する
ために，集光点はガルバノスキャナと自動ステー
ジで構成される 3D光スキャナにより走査された．
スクリーンは，ガラスセルに封入されたグリセリ
ンである． 

 
Fig.1 Experimental setup. 

 
Fig.2 (a) Original images, each consisting of 16 × 16 pixels 
and (b) its scanning patterns in the axial direction. (c) 
Reconstructed images rendered by fs laser-induced bubbles. 
 
液晶空間光変調器（LCOS-SLM）に表示された計
算機ホログラムは，集光点数の任意設計を可能に
する． 
 

3. 実験結果 
 我々は指向性映像を表示する体積型バブル構
造体描画を検証した．描画対象には Fig. 2(a)に示
す 16 × 16 pixelの 2つのデータが用いられた．バ
ブル構造体は Fig.2(b)に示す 16 の描画パターン
を光軸方向に走査することで生成された．レーザ
ーパルスはエネルギー32 µJ，繰り返し周波数 1 
kHzでスクリーンに照射された．Figure 2 (c)は描
画されたバブル構造体を光軸方向およびその垂
直方向から観察した様子である．我々は，観察方
向に依存して 2 つの異なる映像を表示するバブ
ル構造体を実証した． 
 

4. おわりに 
 我々は，フェムト秒レーザー誘起バブルを画素
とした，観察方向に依存して異なる映像表示がで
きる，描きかえ可能な体積型バブル構造体を提案
した．  
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